





























































































































































































































































Ｉ lllllilIllllIilliii lｉ 田店ⅡＬＦｄ Ｉ 
写真Ｗ「反エイズ，反核，反基地」を訴えるガプリニラの宣伝ポス
ター。
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になり，日本とほぼ同じ数になってしまう。フィリピンでは血液製剤による感
染者はいないので，米軍基地の存在とエイズの流行という図式が際立ってく
る。
第二の問題は，そうして発見された患者あるいは抗体保持者は，当局の警告
を無視して別の地域に逃げて，そこでまた売春をしているということである。
米軍側は性産業従事者に，性病，エイズに感染していないという証明（ピン
ク．カード）を求めていて，一旦その証明を得られないと分かったら，生きて
ゆけなくなるからである。私がオロンガポで聞いたように，政府側はいわば休
業保障を行なっているとのことだが，それはまったく効果は上がっていない。
アドゥルさんに「キューバではエイズ患者はサナトウリアムに隔離されてい
る｣6)と話したら，「それはよいことだ」と言ったのには驚いた。キューバ方式
が人権を全く無視して，強硬にエイズの封じ込めをはかっているのもおおいに
問題であるが，患者が政府の手の届かない所に雲隠れしてしまうフィリピンも
これまた問題である。それだけエイズの蔓延する危険性が高いからである。
ガブリエラは現在，売春婦だけに要求されているピンク・カードを米兵にも
要求している。フィリピンのエイズは殆ど米兵をとうして持ちこまれたもので
ある。だから米兵のエイズチェヅクもやらないと，フィリピンのエイズ感染者
は増え続けることになる。更に彼等は，エイズ蔓延の損害補償を求めて，在比
米軍に集団訴訟を起こそうとしている。
フィリピンにおける売春婦のリクルートだが，基本的には経済問題である
が，この国で大きな影響力をもっているカトリックがいまだに処女性を強調し
ていることとも関係ある。非処女になると社会的地位がものすごく低くなり，
一度恋愛に敗れた女性はまともな人生をおくれなくなる。そうした女性が売春
婦の予備軍となる。
以下は彼女との一問一答（を整理したしの）である。
－：女性を売春においやる最大の理由は何でしょうか？
アドゥル：売春以外に仕事がないからです。フィリピンの経済は現在非常に
悪いので，地方から出てきた非熟練労働者には，メイド，訪問販売員肌店員な
どの仕事しかないのです。工場労働者のような特別の技能を必要とする仕事は
彼らにはありません。そうした仕事は通常賃金が非常に低いので，次第に彼等
は売春の道にはいってしまいます。そして一旦売春の仕事を始めると，もうそ
れから抜け出ることはできなくなります。売春以外で彼等が必要としているお
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金を稼げなくなるからで-ﾂﾞｰ。
－８売春をやる前に性的な体験があるのでしょうか？
「時には処女のまま売春を始める女性もいます。しかし大多数は性的な経験
があります。フィリピンでは今だ仁処女性が重要視されています。一度処女性
を失うと，女性として低くゑられ，もう結婚をすることが難しくなります。い
い男性を探すのができなくなるのです。それがこの国の文化なのです｡」
－：バージンは高く売れるのでしょうか？
「はい，特に中国人が処女を高く買いたがります｡」
－８中国人ですか。日本人ではないのですか？
「中国人だといわれています。少なくとも外国人です。処女の値段は高いの
です。お金のために処女の娘を売り出す家族もなかにはあります。更に児童売
春の例もあります。フィリピンはカトリックの国ですから，タイにおけるよう
な頻度でそうしたことが行なわれているとは思いません。児童売春は場合によ
っては，７歳ぐらいからあります。この国では21歳以下は大人ではありません
から，それ以下の場合はすべてchildprostituteと呼んでいいのです。マニ
ラだけで500例の児童売春があるといわれています｡」
－：エイズ予防のためにはコソドームの使用が有効だといわれています
が，いかがでしょうか？
「フィリピンにはたくさんの売春婦がいます。だから彼女らは客の獲得をめ
ぐって競争関係にあります。もしコンドームを使えば顧客を失う恐れがありま
す。オロンガポは船が入ったときだけ客が取れるのです。船が入るのは月に
５～６回ぐらいです。エイズ予防のためにはコンドームの使用が有効なのは認
めますが，それを普及するためには，売春婦をもっと教育し，エイズの怖さを
彼等に教える必要があります｡」
－：そうした目的のためにいい方策はあるでしょうか？
「我女は政府の補助を受けていない民間団体です。そうした売春婦の教育は
本来政府の仕事です。我々はそうした運動を推進する用意はありますが，我☆
は資金が不足しています。政府が何もしないから我々がしなければならないの
ですが，資金がありません｡」
－Ｊガプリニラの資金的基盤はどうしていますか？
「我念は色々なプロジェクトを企画し，それを下部団体に分担させることに
より，資金を得ています。彼等は我々の事務所代，コンピューター，タイプ・
ライター代などの資金を負担してくれません。だから我々は，我念の企画する
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プロジェクトを“売りに,,出すのです｡」
－：政府のエイズ流行に対する意見はどうでしょうか？
「政府はニイズの原因として，売春婦の米兵からの感染を認めていません。
彼等はまだ同性愛者の検査をしていないから何ともいえないと言っています。
勿論，同性愛者の検査をしたら，もっと多数のエイズ患者が発見されると思い
ます｡」
－：誰がエイズ検査の費用を負担していますか？
「政府と米軍です。検査はこれまでのところただ米軍基地周辺で行なわれた
にすぎません。勿論その検査は，フィソピン人のためではなく，アメリカ人の
ために行なわれたものと思います｡」
－：それに対抗するために，米兵にもエイズ検査を要求しているのです
ね。
「はい。米兵がわれわれにピソクカードを要求するのなら，われわれもそれ
を米兵に要求する権利があると思います。1986年からわれわれはこのキャンペ
ーンを始めましたが，これまでのところおもわしい成果を上げていません。そ
のうちに米軍基地にデモをしてこの要求を貫徹するでしょう。そして米兵によ
りエイズに感染した女性の補償を求めて，集団訴訟も考えているのです｡」
ガブリエラ
私はガプリエラのいくつかの反エイズ・反性暴力キャンペーンのパンフレッ
トを手に入れることができた。そうしたパンフレットを通してガブリエラが何
を訴え，何と闘っているのかが理解される。ここではその大略を紹介すること
にとどめる。
‘`ＡＩＤＳｉｓｈｅｒｅ１ＦｉｇｈｔＡＩＤＳ，，（WomenAgaiIustAIDSCampain） 
StatUsRenortAmguSt7，1986-January31，１９８７． 
４回の会議，集会を通して，エイズの問題が基地問題であることを強調。そ
してフィリピンの保健，観光，外務の各省に対して，エイズ対策の特別なガイ
ドラインの設定を要求した。またワインパーガー国防長官など米国防，教育・
保健各大臣に，エイズ対策の資金援助を訴える。米国は資金援助は断わった
ものの，医療技術をフィリピン保健省に提供することを約束した。
Hosei University Repository
3６ 
“ＡＩＤＳｉｓｈｅｒｅ１ＦｉｇｈｔＡＩＤＳ,，(WomenAgainBtAIDSCampain）March 
２３，８７゜
ザ・マニラ・タイムズの1987年２月28日号の記事は，４１人のエイズ抗体陽性
者（うち男性はたった１名）がいることを報じた。そしてそのうちの35人は，
クラーク，スーヴィック，ウォーレス米軍基地周辺のパーで働く“entertai‐
ners',であることを明らかにした。これから分かることは，フィリピンのエ
イズが米軍基地を通して広まったものであることだ。エイズは現在のところ治
療不可能な病であり，フィリピン人の健康を不安におとしいれている。政府の
緊急の対策を要求する。
更にフィリピン政府が－人のジャパ行きさんのエイズ感染の事実を日本政府
に伝え，公表させたことは，「魔女狩り」として激しく批判されるべきだ。（こ
のことが，日本で最初のエイズ騒動として，松本市周辺の住民をパニックにお
としいれたことは我々の記憶に新しい｡）そうした行政権の不法な使用は，女
性をエイズ媒介の“源泉，，として特徴づけるものである。問題は一体誰がフィ
リピンにエイズをもたらしたかであり，売春婦を危険なものとして攻撃するの
は原因と結果を逆転させ，真の被害者を加害者として差別したものである。
‘`ASituationer，PhilogophyandProgramofActionofGabriela，s 
CommisiononVio1enceAgainstWomen，sWorkonPro8titution，， 
May，1987． 
これはフィリピンにおける売買春の実態と，それに対する処方の理論的根拠
を求めた16ページに及ぶ詳細かつ力の入った報告書である。
報告醤はまずガプリエラの過去の活動をふりかえったあと，1965年の改訂刑
法で，売春が公衆道徳に反する罪として規定されていることに注目する。そし
てフィリピンにおける売春地域として，都市における赤線，観光地，米軍基地
をあげる。そこでは女性がコールガール，バーガールとして売春が日常的に行
なわれているが，そのほかに半ば地下組織の売春宿があげられる。最後の売春
宿の実態はまだ殆ど分かっていない。そこに連れてこられる女性の殆どは，強
姦や，児童売春などの不法行為を受けており，また劣悪な環境にいる。そして
この20年間フィリピンは，性の輸出国としての性格を強めていると指摘してい
る。
次に売春の原因として，基本的には貧しい経済にその原因があるが，社会・
文化的及び宗教的な原因も強く認められる。社会・文化的要因として，貧しい
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経済環境のなかで十分な教育を受けられず，非熟練部門の労働現場においてし
ばしば，男性雇用者のセクシュアル・ハラスメントの犠牲にされる。下位労働
者の間では，「一度泥に主ぶれたら，泥のなかに留まるのがいい」という諦感
があり，たとえ強姦により処女を失っても，その犠牲者の方に非はあるとされ
ていく。またフィリピンの宗教（カトリック）は「良い性」と「悪い性」を峻
別し，「良い性」とは教会の認める性モラル（一夫一婦制）を厳守することで
あり，「悪い性」とはその規範以外のすべての性のことで罪である。こうした
女性の性の二分法は，男性による女性の支配を容易にする。
更に報告書は売春の制度化される要因の分析も行なっている。売春に従事
し，「悪い性」を担う罪ある女性は，次第に|÷l己評価を低くし，そこから抜け
出るあらゆる希望をなくしてしまう。オロソガポの性労働者の唯一の希望は，
「水兵と結婚し，自分の過去を消してくれる土地に行くこと」である。政府は
口先では売春を禁じ売春婦の存在を認めていないが，売春が実際に行なわれて
いる事実から収入を得ている。売春婦をパー，キャバレー，クラブ，ディス
コ，マッサージ・パーラーなどの従業員とみなし，税金を徴収している。だが
彼等がそうした職場で，法の要求している取り扱いを受けているかどうかには
まったく関心を持たない。対外的な問題として，基地の存在と売春は不可分の
問題である。米兵の「休養と保養」のために基地周辺の歓楽街は存在し，そこ
では米軍をたたえるシャツなどが売られている。そうした地域を支配するのは
男の論理と暴力である。オロソガポで股も人気のあるショウは，女ボクシング
である。そこでは血をみるまで殴りあわされ，勝った者だけが賞金をもらう。
そのショウの時は店は客で溢れ，女の子を連れ出す率も高くなる。また米兵の
人種主義も問題である。彼等はフィリピン女性を「エキゾティヅク，情熱的，
可愛い，従順」だと見なしており，しばしば“LBFMs'，（LittleBrown
FukingMachines）と呼んでいる。米軍にとって基本的にフィリピン女性は，
安上がりですむのである。そうした歓楽施設が，なぜ米本土ではなく，フィリ
ピンにあるかというと，帝国主義的世界支配の結果である。アジア人女性を性
取りひきの対象とすること，男の支配による結婚斡旋，セックスソアーなどす
べて資本，価値，人種主義による低開発国の支配の現われである．
売春は売春婦個人のみならず，フィリピン全体に大きな影響を及ぼしてい
る。常に競争関係にあり，男性の論理，暴力にさらされている売春婦には共通
に，反社会的行為（嘘をつく，窃盗，アルコール依存，暴力）がみられる。ま
た自己破壊の極端なものとして，薬物利用，自殺などがあげられる。売春はう
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イリピン全体の経済発展には殆ど寄与しない。それどころか性病，エイズ，性
暴力の容認など深刻な社会問題をもたらしている。
報告書は最後にそうした問題に対する女性団体の活動の特徴と活動のマニュ
アルを提起しているが，ここでは省略する。
ジョクジャにおける売春の実態
１月３日にジャカルタに着いた私は，京大東南アジア研究センタージャカル
タ事務所に駐在していた西村さんから，トヨタ財団から資金を得てジャワの売
買春の研究をしている，ガジャマダ大学のクンチョロ氏のことを紹介された。
１月13日に彼と連絡が取れて，会うことができた。精力的な感じのするジャワ
人で，社会心理学を専攻している。彼は売春をやるきっかけは経済的要因では
なく，むしろ文化的要因，つまり売春を容認する環境であるという仮説を，い
くつかの比較研究で明らかにしている。売春を拒否する村ではい売春をやるよ
りも，乞食になったほうがましだという考え方がある。エイズの問題にはまだ
関心がなかったが，今‘KawinKontra,（直訳すれば契約婚であるが，主に
日系企業の現地妻）の研究をしているという。私はクンチョロの案内で２回，
ジョクジャの売春婦の実態を知る機会に恵まれた。そのインタヴューは雨期の
豪雨のなかで，時には明け方まで続いた。クンチョロはインドネシア人には珍
しく時間に正確な男で，どんなに雨が激しく降っていても，約束の時間には車
で迎えに来てくれた。またクンチョロはジョクジャの王宮の人間関係にも明る
く，私が新スルタン（スルタンＸ世）の腹違いの弟のハディクスモに会うこと
ができたのも彼のおかげである。
１月14日の夜，ジョクジャ南の州政府公営の売春街に行く。政府公営の売春
街では，性病の予防のために毎週注射をしている。ジョクジャでは公営売春以
外にも，いくつかの売買春宿があり，そういうところでは性病予防のための処
置は殆ど取られていない。インドネシアでも地域によっては売買春が禁止され
ている。西スマトラでは，隠れて売春をやった女性をサナトリアムに収容し
て，再教育してから，自立への道を教えている。
まず東ジャワのパニュワンギからきた女性にインタヴューした。ここにパニ
ュワンギ出身者は３～４人いるといい，ここには友達を頼って来たとのことで
ある。こうした形での売春婦のリクルートは非常に多い。ここの売買春街には
10数軒の売春宿があり，一つの家に二畳程度の広さのいくつかの部屋があり，
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通常各部屋に一人女の子がいる。客があるとその家のマスターに，客一人あた
り2,000ルピア（１ルピア約12円）払わないとならないという。彼女は23歳，
17歳で25歳の男性と結婚し一児を設けたが，夫が暴力をふるうので離婚した。
彼女の話しでは，年が違い過ぎるので合わなかったという。子供は親に預け
て，ジョクジャの店で働くといってここに来た。だから両親は彼女が実際ジョ
クジャで何をやっているか知らないといっているが，クソチョロの話しではパ
ニュワンギ出身者が何人しいるので，おそらく知っているだろうとのことであ
る。彼女はこの仕事は好きでない，と言っていた。男が女を選ぶので，選ばれ
なかった時の心理的葛藤が大きい。この日は日曜であったが雨が激しく降るの
で，不断の日に比べれば客が少ないとのことである。
避妊のための薬を使っているが，コンドームは客の要求がない限り使わな
い。ある女性は客（特定できない）の子供ができ，産んで育てている。
インドネシアでは中絶は禁止されているので，中絶を望めばドゥクン(呪医）
に頼るしかない。これはフィリピンでも同じである。そして時々妊婦の生命が
危うくなる7)。
エイズに関する知識は一応あったが，その怖さは殆ど知っていなかった。そ
して何の予防法も取っていない。クンチョロの話しでは，字の読める売春婦が
半分以下であるため情報源としての新聞，雑誌が殆ど役にたっていないとい
う。彼等の教育水準は大多数がＳＤ（小学校）卒で，ＳＭＰ（中学校）卒も少
しはいる。一人ＳＭＡ（高校）出身者がいた。
スソダ出身の37歳の女性は，夫がギャンブル狂だったために離婚し，今ここ
にいるという。まだ数ケ月しか売春の経験はない。年齢的にたくさんの客がつ
くわけではないが，まだ十分魅力的である。どうもレズビアンの経験があるよ
うだったのでストレートにきいてみたら，２回あると言う。相手は男にひどい
目にあった友達だという。
クソチョロ氏の関心をもつ‘KawinKontra,の経験のある女性もいた。相
手は中ジャワのマディウンの高速道路建設をしていた日本人で，月に30万ルピ
ア（約29,000）円貰っていたという。この金額は普通のインドネシア人の平均
月収よりもはるかに良い。契約終了後，彼は彼女を日本に連れて帰りたかった
そうであるが，日本での生活に不安を感じて，彼女のほうがオーケーしなかっ
たと言っていた。
１月18日の夜も売春婦とのインタヴューをすることができた。タマン・シス
ワの創設者デワントロの墓のすぐ裏のあばら屋の中で，数人の女性が客を待つ
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ていた・彼等は30歳以上，中には40歳，５０歳以上の女性もいた。ここで客をま
つ女性は年齢やその他の理由で，ほかの所で稼げないので，こうした｢非合法」
な売春をしているのである。非合法というのは性病検査を義務づけられていな
いことであり，そうした女性の衛生観念は非常に低い。
以下は，ソロとクラテンの中間の村出身の女性とのインタヴューである。
１７歳で３歳上の男性と結婚し，二人の子供を作った。夫は女好きで，自分は
４人月の彼の妻だった。夫に新しい女ができたので自分のほうから離婚を要求
した。その女は夫の職場の同僚だった。自分はとてもかなわないと思ったので
離婚を決意したという。股初は市場で豆腐を売っていたが，友達の勧めで客を
ひろうようになった。子供の面倒は，近くの家で両親がやっている。公娼街は
女が一杯で，今は“NoLicence，,で客を拾っている。客は中国人の男性（特
に商店経営者）が多いという。なぜ中国人が多いのかと尋ねたら，「かれらは
お金持ちだから」と答えていた。避妊法としては，薬局でピルを買って飲んで
いる。コンドームは使っていない。コンドームが避妊だけではなくて，性病予
防に役立っていることは知っていなかった。一度明らかに性病にかかっている
男性客があり，慌てて逃げ返ったとのこと。エイズについては新聞とかで知っ
ているが，よく分からないという。－度かかると３日で死ぬとかいっていた。
インドネシアのエイズ報道
1987年初めてオランダ人男性同性愛者がパリで死亡して以来，インドネシア
の報道機関は，エイズは常に外国人により，しかも男性同性愛・両性愛者によ
ってもたらされると伝えている。だから現在のインドネシアで最もエイズ流行
の危険性があると思われるのは，バリ島などの観光地における売買春を通して
であるとされている。インドネシアを代表する高級週刊誌の「テンポ」に最初
のエイズ特集報道が現われたのは，1987年４月５日にオランダ出身の男性同性
愛者が，デンパッサールの病院で死亡した時である8)。それ以前に－人のイン
ドネシア人がエイズで死亡したとされているが，その人物の性別も，年齢も，
どこでどのようにしてエイズに感染したかもまったく明らかにされていない。
同「テンポ」誌は，エイズで死亡したＨ氏の死亡時の写真を公表している。
痩せこけ，目はくぼ象，休中にエイズ特有の黒いしみのできた，「外国人同性
愛者」のむごいこの写真の公表は，エイズの抑制効果を狙ったものと思われる
が，Ｈ氏の人権にはまったく配慮していない。
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Ｈ氏は44歳であったが，１０年前にグールプ旅行で初めてインドネシアを訪れ
た。そしてもっとインドネシアを知るために，８７年２月27日に，メダンに着い
た。その後彼は，ジャカルタ，バンドン，ジョクジャカルタ，スラパヤを訪れ
ている。そしてアンポンに渡り，長年彼の“恋人''であったオランダ生まれの
Ｓ氏を訪ねた。Ｈ氏がエイズに感染したのは，Ｓ氏を通してであり，８６年離婚
した妻と二人の子供にもこの事実が知らされた。問題はメダンについてからア
ンポソを訪れるまでの１ケ月に，Ｈ氏が他の人と性関係を持ったかどうかであ
るが，もしそうだとするとⅢ怖いことになる。はっきりしているのは，パリにつ
いてクタ海岸のＳＹＳバンガローの18号室に泊り，そこでエイズが発病し，容
体が急速に悪化したことである。Ｈ氏の“恋人，'のＳ氏は救急車を呼び，Ｈ氏
はサングラー病院に運ばれたのであった。サソグラー病院は1985年以来エイズ
の文献研究を始めていて，氏がエイズに感染していることを確信し，血液をジ
ャカルタにも送って確認を求めた。
「テンポ」は1989年７月にも保健省と共同で実施した，インドネシア人の性
意識とエイズに関するアンケートの分析記事を載せている9)。それによると，
半数以上が20歳までに性体験を持ち，男女とも婚姻外性交渉をかなりが経験
（男59％，女38％）している。そして性のパートナーを変えることの危険性を
強調している。また売春婦，同性愛者のエイズに対する知識（エイズの原因，
症状など）が乏しいことが問題とされている。
インドネシアは同性愛に寛容な文化であるとよくいわれる。勿論イスラムの
教義では許されていないが，土着の文化のなかでは，両性具有のイメージが重
要な役割をはたしている。ジャワ文化における道化のスマールのことを考えて
見ればよいだろう。ただそうした両性具有のイメージが，性関係における同性
愛を意味していると即断してはならない。両性具有のイメージは，文化におけ
る対立する原理を統合するものである。ジャワ語でパンチ（banci）と呼ばれ
る女装した男性同性愛者が，夜の街を客を拾っているのを良く見かけるが，そ
うした人交とジャワ文化における両性具有のイメージは別者であると考えてよ
いだろう。
インドネシアでもエイズに関する関心は次第にill5まってきている。私のイン
ドネシア滞在中にジャカルタで，インドネシアを離れてからすぐの３月にソロ
で，それぞれエイズに関するセミナーが開かれたと聞く。その詳細はまだ明ら
かではないが，政府による情報統制の厳しいこの国において，エイズも国の情
報操作の管轄下におかれようとしているおり，こうした地道な努力が少しでも
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エイズに関する正しい知識の普及に寄与することを望まざるを得ない｡
注
1）「ニューズウイーク」（日本版）1990年７月５日号。
2）朝日新聞，1989年10月28日号。
3）朝日新聞，1989年11月24日号。
4）AsahiEyeningNews，1990年５月16日号。
5）伊従直子「アジアの片隅から」『アジアから来た出稼ぎ労働者たち』（内海愛子，
松井やより編）明石書店，1988.
6）「ニューズ・ウイーク」（日本版)，1989年７月27日号。
7）インドネシアの家族計画は今やかなりの程度成功しているという。私は1990年の
夏スマトラの各地を訪れたが，ニアス島の伝統的な村落の家族計画の実態を知るこ
とができた。そこで取られる避妊法は，ＩＵＤ（子宮内避姫器具)，ピル，コンドー
ムのほかに，皮下植え込詮法（ノアプラント)，注射などがある。使数されている
避妊法の中ではＩＵＤ利用者が圧倒的に多く，次にピルと続く。コンドーム利用者
は少ない。ノアプラントは合わない女性も結構いるらしく，これ以上妊娠を望まな
い女性には卵管切除手術も施される。その家族計画の推進の中心に，各村の村長が
いる。ニアスの伝統的なロング・ハウスの村の村長の家の中には，家族計画の実施
の詳細が，表（コンドーム，ピル，ノアプラントの普及などの数値）となって掲げ
られていた。［私のスマトラ訪問は，文部省海外科研「東南アジアにおける国民国
家とエスニスティーとの係わりに関する文化人類学的研究」（代表綾部恒雄筑波大
学教授）のインドネシア研究の一環としてなされた｡］
8）Tempo，1987年４月25日号。
9）Tempo，1989年７月１日号。
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